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研究成果の概要（和文）： 
サンスクリット仏典での「偽書」のあり方、中国漢文文献における「偽書」の取り扱い方につ

いて報告を受け、討議・調査した。それらが東アジアの漢字文化圏（朝鮮・韓国、ヴェトナム、

日本）においてそれぞれどのように受け継がれて、「偽書」を生み出していったかについて、

調査し、個々の事例に則してその実態を考究した。この三国にあっては、ことに中国との関係

をめぐって、また近代植民地支配の中での「偽書」の性格に大きな違いが見られた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The investigation of forgery in the Buddhism sutra and the classics work of China were 
done. The difference between those works and that of Korea, Vietnam, and Japan was 
discussed. There was a big difference in the character of forgery between these three 
countries. One of the causes is a relation to China. Another of the cause is a character 
of the nationalism of the modern state. 
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１．研究開始当初の背景 
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16520105）の成果を受け継ぐ形で進められ
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ムでの研究調査の充実を図り、東アジアにお
ける「偽書」の位置づけの明確化を目指した。 
 
２．研究の目的 
 日本中世における偽書の生成と受容のあ

り方を、歴代中国王朝の書物文化、また日本

同様その中国漢字文化の圧倒的な影響下に

文化形成を成した朝鮮およびヴェトナムの

書物文化と比較し、その特徴を明らかにしよ

うとする。 

 共通の言語（漢字漢文）・宗教（仏教）を
有する文化間で、偽書について見られる大き
な性格の差違をどのように跡づければよい
かを検討したい。そうして我々の判断基盤を
なす「モノガタリ」性の、東アジア各国文化
相互の差違、距離について考える。 
 
３．研究の方法 
期間中、中華人民共和国に１回、大韓民国

に３回、ヴェトナム共和国に３回渡航し、資

料収集ならびにその地での研究者との交流

によって、情報収集に努めた。このうち、2010

年 3 月には、研究代表者の千本と、研究分担

者（小川豊生摂南大学教授）、および二名の

連携研究者（増尾伸一郎東京成徳大学教授、

山口真琴兵庫教育大学教授）が揃って、北京

日本文化研究センターにおいて開催された

同センター等主催の国際シンポジウム「東ア

ジアの今昔物語集と予言文学」に参加し、そ

の成果は小峯和明氏編『東アジアの今昔物語

集―翻訳・変成・予言』（2012 年 7 月、勉誠

出版、A5 版 718 頁）に収載された。また 2012

年 12 月には、同じメンバーで、韓国ソウル

の崇実大学で開催された説話文学会創立 50

周年記念韓国日語日文学会・説話文学会合同

ソウル例会に参加した。その成果は現在笠間

書院の手で、50 周年記念誌に収載、出版され

るべく編集中である。 

 2011 年 10 月 15～16 日に国際公開研究会
「東アジアの神仏と文学 正典と『偽』なる
ものをめぐって」Part.１（第二日は仏教文学
会支部例会との合同開催）、2012 年 6 月 30
日に同 Part.２を開催した。それぞれのプログ
ラムは以下のとおりである。 

○Part.１ 2011 年 10 月 15 日（土） 
午後 2 時～午後 5 時 

     16 日（日） 

午前 10 時～午後 5 時 

     奈良女子大学 Ｇ棟 101 教室  

【第一日】中間報告・ヴェトナムと韓国にお

ける「偽書の問題」 

ヴ ェ ト ナ ム に 関 し て の 中 間 報 告         

増尾伸一郎 

韓 国 に 関 し て の 中 間 報 告         

千本英史 

【第二日】公開研究発表（仏教文学会支部 10

月例会と共催） 

インド大乗仏教における偽書・擬託の問題 

   ―とくにナーガー ルジュナ（龍樹）の著 

   作を中心にして― 

五島清隆（仏教大学非常勤） 

神々との対峙  

―伝李公麟筆「九歌図」は何を訴えたか―  

楊暁捷（カルガリー大学教授） 

親鸞の実像を求めて 

―史料集型親鸞伝の登場― 

塩谷菊美（神奈川県平塚商業高等学校教諭） 

漢字・字喃研究院所蔵文献における偽書 

―『嶺南摭怪』『介軒詩集』と碑文を中心に 

グェン・ティ・オワイン（漢喃研究院准教授） 

韓国の偽書をめぐって  

―『揆園史話』を中心に―   

金英珠（立教大学大学院後期課程） 

偽書となった予言書 ―韓国の予言書『鄭鑑

録』と鄭氏真人説の日本伝播 

松本真輔（韓国・慶熙大学校助教授） 

○Part. 2 2012 年 6 月 30 日（土曜日）  

     奈良女子大学 Ｄ号棟 120 教室 

率河神社をめぐる諸言説の生成と変遷   

向村九音（奈良女子大学大学院） 

朝 鮮 に お け る 仏 典 刊 行 と 疑 偽 経 典         

増尾伸一郎 

中国近代にとって「偽書」とは何か－「疑古



 

 

派」「釈古派」が見たもの、見なかったもの 

谷口洋（奈良女子大学教授） 

偽書生成の源泉としての〈塔〉と〈虚空〉を

めぐって             

山口眞琴（兵庫教育大学教授） 

海を渡る偽書  

－愛染法の生成と不空仮託書をめぐって－        

        小川豊生（摂南大学教授） 

 
４．研究成果 

 二年にわたる研究集会での発表に関し、さ

らに内容を増補精査し、また新たに 12 名の

方の論文、コラムを加えて、『アジア遊学』

の『「偽」なるものの「射程」－漢字文化圏

の神仏とその周辺』（2013 年 3 月、勉誠出版）

を公刊した。 

 冊子体ならびに CD-ROM 版による成果報

告書（A4 版「論考編」154 頁・「資料編」670

頁）を刊行した。この報告書は、公刊された

『アジア遊学』では紙数の関係上収めきれな

かった資料性の高い、五島清隆、金英珠、松

本真輔、山口眞琴、向村九音、塩谷菊美の五

氏（以上収載順）の「論考編」と、日本、中

国、韓国、ヴェトナムの偽書について考える

際に必要な資料を収めた「資料編」の二部か

ら成っている。 

 「資料編」では、一五年戦争時に植民地で
あった台湾の、台湾愛書会機関誌「愛文」に
掲載された市島春城「日本の偽書大概」（こ
の論文は今も日本の「偽書」の全体像を示し
ている点では他の追随を許していないと考
える）、マレーシア南方学院華人族与文化研
究所所長の鄭良樹氏が、かつて香港中文大学
での集中講義をまとめた『古籍弁疑学』の全
訳、韓国の文筆家である金三雄氏が 2004 年
に出版された『偽書』の古典偽書に関連する
一九章の日本語訳、さらにヴェトナムの『漢
喃書要目』の約四分の一のフランス語からの
直訳での日本語訳、最新刊の『少数民族漢喃
本書目目録』第一巻、第二巻の「書目名」と
整理番号との対照表（この資料については、
CD-ROM 版には検索の便宜を考えて、外字作
成前の Word データをあえて添付収載した）
が収めた。これらの「論考」および「資料」
が今後の「偽書」研究において大きな力とな

ることを信じている。 
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